


９月定例会 ・行政報告

長
期
総
合
計
画
の
見
直
し

　
平
成
一
一
一
年
度
よ
り
平
成
十
二

年
度
ま
で
の
十
年
間
に
適
用
さ

せ
る
西
桂
町
第
三
次
長
期
総
合

計
画
も
、
早
五
年
を
経
過
し
よ

・
う
と
し
て
い
ま
す
。
十
年
の
折

り
返
し
地
点
で
あ
る
平
成
七
年

度
に
、
こ
の
長
期
総
合
計
画
の

う
ち
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を

現
在
進
め
て
お
り
ま
す
。

柿
の
木
公
園
建
設
計
画

　
本
町
地
区
の
仮
称
柿
の
木
公

園
建
設
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
会
に
は
、
過
去
ご
報
告

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
■
そ
の

後
、
去
る
八
月
八
日
に
地
権
者

説
明
会
を
開
催
し
不
動
産
鑑
定

評
価
を
も
と
に
一
律
買
収
単
価

を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
、
そ
の
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
権
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
得
ら
れ
次
第
、
補
正
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
て
用
地
取
得

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

入
田
団
地
駐
車
場
の
確
保

　
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
下
暮
地
入
田
団
地
の
駐
車

場
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
農
振
除
外
の
手

続
き
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
、
現
在
、
地
権
者
と
用
地
交

渉
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
憩
の
森
造
成
工
享

　
町
民
憩
の
森
造
成
工
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。
第
一
工
区
造
成
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ず
ま

や
・
ほ
た
る
池
等
を
整
備
い
た

し
九
月
末
に
娃
元
成
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
十
月
か
ら
は
、
第

二
工
区
の
造
成
工
事
に
入
る
ぺ

く
事
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
血

平
成
七
年
度
中
に
は
全
体
の
造

成
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

溝
下
二
号
線
拡
幅
改
良
事
業

　
溝
下
二
号
線
拡
幅
改
良
事
業

に
お
け
る
交
差
点
改
良
事
業
に

つ
い
て
は
、
場
所
は
柿
園
地
内

の
国
道
と
中
央
道
の
交
差
す
る

所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
六

年
度
中
に
改
良
地
点
の
土
地
の

一
部
を
取
得
し
、
残
り
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
現
在
交
渉
中
で

“
」
ざ
い
ま
す
。

溝下２号線と国道の交差点付近

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設

　
平
成
七
年
度
中
に
中
学
校
下

に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
建
設
工
事
は
、

極
め
て
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
施
設
の
呼
び
名
は
、

住
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
近
々

正
式
名
称
が
決
定
さ
れ
る
段
取

り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
十
月
一
一
日
開
催
の
名
称
選
考

委
員
会
に
て
［
西
桂
町
い
き
い

き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
］
と
決

定
さ
れ
て
い
る
。
〕

　
施
設
の
よ
り
詳
細
な
運
営
に

つ
い
て
、
現
在
内
部
検
討
を
さ

せ
て
い
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
内
の
装
置
・

器
具
に
つ
い
て
は
、
十
月
に
そ

の
発
注
を
行
な
え
る
よ
う
進
め

て
お
り
ま
す
。

西桂町いきいき僅康福祉センター建設現場

踏切も含め拡幅が決定された中学校前線

中
学
校
前
線
の
拡
幅

　
中
学
校
前
線
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
中
学
生
の
通
学
路
確
保

の
た
め
、
国
道
入
口
か
ら
中
学

校
前
の
踏
切
と
の
間
を
最
終
的

な
幅
員
を
約
七
・
．
五
メ
ー
ト
ル

か
ら
八
メ
ー
ト
ル
と
す
る
た
め

関
係
地
権
者
と
の
交
渉
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
中
学
校
前
の
踏
切
の

拡
幅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員

の
皆
様
の
ご
努
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
拡
幅
の
見
込
み
が
つ

き
ま
し
た
の
で
、
富
士
急
行
株

式
会
社
と
踏
切
に
関
す
る
協
定

書
を
締
結
す
べ
く
事
務
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
　
（
十
月
五
臼
に

締
結
さ
れ
て
い
る
。

防
犯
灯
器
具
の
取
り
替
え

　
青
少
年
の
健
全
育
成
や
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

町
内
の
防
犯
灯
を
よ
り
明
る
く

す
る
た
め
の
器
具
の
取
り
替
え

等
に
つ
い
て
、
早
急
対
応
す
べ

き
事
項
と
し
て
平
成
七
年
度
中

に
措
置
す
る
考
え
も
私
の
中
に

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
よ
り
よ
い
成
果
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
観
光
的
要
素

も
検
討
す
る
な
か
で
再
度
計
画

の
練
り
直
し
を
行
な
い
次
年
度

以
降
の
対
応
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。



３　ｇ月定例会 ・一般会計決算

５２ ，１３９円

　　　　〃

團＾

２１ ，８２０円

維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

７３ ，８７８円

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

主に常勤の職員の給与
町長、議員等の報酬

２８ ，４００円

１１７ ，６８４円

１０ ，０５０円

３８ ，８３３円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

魯

　　りんゲ
大型備品、道路、水道
建物等の建設事業等

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

他市町村との広域業務

負担、他団体へ補助等

９９７ ，４１１千円

２０３ ，３０４円

（土地を除く）

１， ３２７ ，３３４干円

２７０ ，５５３円

、…　　　 ’誉　‘　 ■、　’　　　 ・・’　腫 一 単位 ’干円

準用剛１１改修事業

尾尻外土地購入
小土地改良事業

桂コミュニティ整備事業

溝下２号線新設改良事業
浅間団地防水工事外

小学校グランド改修外

４１ ．７００

３７．７９６

１７．３０９

７７．９７７

７０ ．５３８

１８．４３２

２２ ，２７９

倉見公民館建設事業

健康管理センター設計委託
農道改良、水路改修

町民憩いの森事業前払金

町道改良、水路改修

消防センター建設工事

その他

２０ ．５７４

１４ ．４２０

５３．６０４

１１ ．２００

９５ ．６４１

１３，００３．

８２ ，８８６

合 計 ５７７
、

３５９
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西
桂
町
消
防
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
　
一
部
改
正

　
実
情
の
消
防
委
員
の
数
に
是

正
す
る
た
め
、
条
例
中
、
定
数

を
「
五
人
」
か
ら
「
六
人
」
に

増
や
す
改
正
で
あ
る
。

適
正
な
運
営
を
望
む

　
消
防
委
員
に
対
す
る
町
の
任

命
行
為
が
過
去
行
わ
れ
た
形
跡

が
な
く
、
い
つ
の
時
期
か
ら
六

名
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
に
な

ら
な
か
っ
た
。
消
防
委
員
に
対

す
る
町
の
辞
令
交
付
実
施
等
、

消
防
委
員
会
の
適
正
な
運
営
を

望
む
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一
歳
入
歳
出
追
加

一
歳
入
歳
出
総
額

　
　
　
四
千
七
十
二
万
七
干
円

二
十
億
九
千
五
十
三
万
七
干
円

柿
の
木
公
園
敷
地
測
－

　
　
　
取
得
申
請
委
託
料
追
加

委
員
質
疑

　
建
設
予
定
地
に
一
部
官
地
が

あ
る
が
、
払
い
下
げ
手
続
き
は
。

町
答
弁

　
都
留
土
木
事
務
所
用
地
課
、

管
理
課
と
協
議
、
町
村
会
顧
問

弁
護
士
と
の
相
談
等
、
慎
重
に

払
い
下
げ
手
続
き
を
進
め
る
。

委
員
質
疑

　
建
設
予
定
地
の
所
有
者
と
の

合
意
は
、
ま
た
官
地
耕
作
者
と

の
協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
答
弁

　
所
有
者
と
は
買
収
に
向
け

て
、
全
員
よ
り
お
お
む
ね
合
意

が
取
れ
て
い
る
。
耕
作
者
と
は

離
農
に
向
け
て
協
議
中
で
あ

る
。

委
，
貝
指
摘

　
官
地
払
い
下
げ
に
際
し
、
耕

作
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
十
分
協
議
・
配
慮
の
う

え
、
慎
重
、
真
剣
に
手
続
き
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

高
山
良
策
イ
ペ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
補
助
金
追
加

委
員
質
疑

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
一

過
性
の
も
の
と
せ
ず
継
続
し
て

行
う
方
策
は
あ
る
の
か
。

町
答
弁

　
三
ツ
峠
を
中
心
と
し
た
観
光

活
性
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
元
出
身
者
の
作
晶
を
集
め
た

町
角
博
物
館
計
画
が
あ
る
。
こ

の
博
物
館
の
中
心
的
な
作
品
と

し
て
、
高
山
良
策
先
生
の
作
品

建設が待たれる柿の木公園予定地

を
博
物
館
に
展
示
し
て
も
ら
う

計
画
を
考
え
て
い
る
。
商
工
会

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
こ
の
博

物
館
計
画
に
つ
な
が
る
の
で
、

来
年
度
ル
降
も
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
し
た
い
。

委
員
指
摘

　
イ
ベ
ン
ト
の
都
度
、
遺
品
の

一
部
が
減
っ
て
い
る
事
実
が
あ

る
。
高
山
先
生
は
当
町
の
出
身

で
あ
る
。
町
に
博
物
館
計
画
が

あ
る
な
ら
ぱ
、
．
早
急
に
古
同
山
舟

生
の
遣
晶
の
寄
贈
に
向
け
た
交

渉
を
開
始
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｅ
．
一
一
・
・
．

［
穀
告
］
一
件

◎
承
認
７
　
専
決
処
分
事
項
報

　
告
（
平
成
七
年
度
西
桂
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
二
号
）

［
条
例
］
八
件

◎
議
案
２
３
　
槙
田
康
文
庫
基
金

　
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

　
関
す
る
条
例

◎
議
案
泌
　
西
桂
町
税
条
例
の

　
一
部
改
正

◎
議
案
２
５
　
西
桂
町
防
災
会
議

　
条
例
の
一
都
改
正

◎
議
案
２
６
　
西
桂
町
地
震
災
害

　
警
戒
本
部
条
例
の
一
部
改
正

◎
議
案
２
７
　
西
桂
町
消
防
委
員

　
会
条
例
の
一
部
改
正

◎
議
案
跳
　
西
桂
町
家
庭
奉
仕

　
員
派
遣
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
．

◎
議
案
２
９
　
西
棲
町
老
人
医
療

　
費
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部

　
改
正

◎
議
案
３
０
　
国
民
年
金
印
紙
購

　
入
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

［
予
算
］
一
一
一
件

◎
議
案
３
！
　
平
成
七
隼
度
西
桂

　
町
一
般
会
諦
補
正
予
算
三
号
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一
歳
入
歳
出
追
加

一
歳
入
歳
出
総
額

老
人
医
療
費
の
追
加

委
一
貝
質
疑

　
　
　
　
一
一
一
百
一
一
十
五
万
九
干
円
　
一

二
億
五
千
一
一
百
九
十
一
一
一
万
七
干
円
　
一

　
　
　
　
の
町
づ
く
り
事
業
に
よ
る
各
種

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
一
」
＝
一
年
ほ
ど
の
老
人
医
療

費
の
急
増
は
驚
く
べ
き
も
の
が

あ
る
。
医
療
費
抑
制
に
対
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
答
弁

　
虚
弱
老
人
に
対
し
て
は
、
機

能
訓
練
、
訪
問
看
護
の
充
実
、

元
気
老
人
に
対
し
て
は
、
福
祉
．

　
直
接
的
な
医
療
費
削
減
は
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
、
重
複

し
て
受
診
す
る
方
に
対
す
る
適

正
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

委
一
貝
指
摘

　
来
年
度
完
成
す
る
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用
に
よ

り
、
医
療
費
抑
制
に
努
め
る
こ
と
。

一
歳
入
歳
出
追
加
　
　
　
　
百
十
四
万
九
干
円
一

一
歳
入
歳
出
総
額
　
八
干
九
百
十
五
万
九
千
円
一

．
．
．
・
．
・
．
．
．
　
■
．
．
　
．
．
．
　
■
．
．
．
．
■
．
・
■
．
．
・
．
．
．
・
．
・
．
．
　
■
．
．
■
．
．
　
■
■
．
．
．
■
．
．
・
■
．
．
．
■
．
．
．
．

「
＝
一
１
，
１
…
■
１
…
■
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
…
■
■
…
■
■
、
１
，
ｊ
・
一

一
歳
入
総
額
　
　
　
十
七
億
九
干
百
一
十
五
万
七
千
円
〇
　
　
一

一
歳
出
総
額
士
一
億
八
干
百
七
十
九
万
三
士
一
百
九
士
一
易
一

一
繰
　
越
　
金
　
　
　
一
億
九
百
四
十
六
万
一
一
一
千
三
百
八
円
◎
６
あ
一
一

一
麓
塞
嚢
　
　
　
　
享
八
百
蔓
一

一
毒
収
支
額
　
九
干
百
四
士
一
万
一
一
一
干
一
一
百
八
円
６
－
・
二

．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

滞
納
整
理
の
強
化

委
員
質
疑

　
町
税
滞
納
額
二
千
三
百
二
十

一
万
八
千
九
百
八
円
の
処
理
に

つ
い
て
、
安
易
な
不
納
欠
損
処

理
は
ま
じ
め
に
納
付
さ
れ
て
い

る
町
民
の
納
税
意
欲
を
損
な
う

恐
れ
も
生
ず
る
た
め
、
時
効
の

前
に
差
し
押
ぎ
え
処
理
等
、
滞

納
整
理
に
対
し
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
血

町
蚊
口
弁

　
管
理
職
に
よ
る
納
税
相
談
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
差
し
押
さ

え
も
ゾ
打
い
た
い
。

震
災
地
へ
調
査
派
遣

委
一
貝
質
疑

　
大
震
火
災
対
策
費
に
お
い

て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
等
の
震

災
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に

も
、
こ
の
よ
う
な
震
災
地
へ
の

調
査
派
遣
を
行
う
必
要
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

文化祭で使用されるＹ　Ｌ　Ｏ会館

町
答
弁

　
近
隣
に
災
害
が
発
生
し
た
場
．
一
．
．

合
な
ど
は
、
派
遣
を
試
み
た
い
。

利
用
者
の
声
を

　
　
　
反
映
さ
せ
る
努
カ
を

委
，
貝
指
摘

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
運
営
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
年
開
催
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
利
用
者
の
声
を
反
映

さ
せ
る
努
力
が
足
り
な
い
。

企
業
的
経
営
感
覚
に

　
　
　
基
づ
く
行
政
運
営

委
員
指
摘

　
決
算
に
対
す
る
総
括
的
事
項

で
、
硬
直
化
の
兆
し
が
見
え
る

町
財
政
是
正
の
た
め
、
町
長
の

掲
げ
る
企
業
的
経
営
感
覚
に
基

、
づ
く
行
政
効
率
を
求
め
る
。

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
運
営
委
員
会
と
は

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
運

営
に
関
す
る
竃
要
事
項
を
審
議

し
、
町
長
に
助
言
す
る
委
貫
会

と
し
て
設
置
さ
れ
、
議
会
、
教

育
委
員
、
民
生
委
員
、
社
会
教

育
委
員
、
学
校
、
寿
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
文
化
協
会
等
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

■
■
■
◎
蘇
案
３
２
　
平
駄
七
年
度
西
桂

，
．
一
．
．
町
備
易
水
嘗
特
跳
会
景
補
ユ
．
－

　
　
．
孟
・
一
考
一
．
．
．
．
．
．

・
嚢
脇
・
音
七
震
展
∴

∴
．
∴
協
入
歳
拙
決
算

∴
鼻
屑
菱
ハ
震
屈
．
、
、

　
　
町
＝
一
ツ
峠
ざ
，
Ｊ
．
ツ
さ
，
－

　
　
タ
ー
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
．
■
．
．
．
■
■
■

　
　
出
決
算

　
◎
承
認
１
３
　
平
成
六
年
度
西
蔭
．
．
．

　
　
町
下
孤
道
特
別
会
談
歳
入
歳
∴
．
■

　
　
出
決
算

　
　
案
蓄
二
件

　
◎
発
議
５
　
「
学
校
週
休
五
日

　
　
制
」
の
早
期
完
金
実
施
を
求

　
　
め
る
意
見
書

　
◎
発
議
６
　
学
校
事
務
職
員
・
・
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事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

’一■’「

歳
入
総
額

歳
出
総
額

繰
越
金

三
干
七
十
二
万
九
百
七
十
一
一
円

　
三
千
万
三
干
八
百
八
十
三
円

　
　
七
十
一
万
七
千
八
十
九
円

」。。一・

一
一
一
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
の
見
直
し

委
員
質
疑

　
事
業
収
入
の
減
少
に
対
し
、

業
務
の
見
直
し
、
ま
た
周
辺
整

備
、
施
設
の
充
実
の
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
答
弁

　
リ
ニ
ア
に
よ
る
郡
内
へ
の
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ
及
び
キ
ャ

ン
プ
場
、
公
園
等
周
辺
整
備
に

よ
り
集
客
力
圭
口
同
め
た
い
。
ま

た
企
業
的
経
営
に
よ
り
少
し
で

も
収
益
を
高
め
た
い
。

委
員
指
摘

　
施
設
補
修
の
遅
れ
か
ら
利
用

者
に
対
し
、
多
大
な
る
不
便
を

強
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
老

朽
化
し
て
い
る
施
設
整
備
の
必

要
性
と
と
も
に
、
管
理
す
べ
き

職
員
が
不
足
し
て
い
る
。

歳
入
総
額

歳
出
総
額

繰
越
金

二
億
八
干
七
百
七
十
七
万
三
百
十
円

　
　
　
一
一
億
六
千
十
七
万
五
百
九
円

＝
千
七
百
五
十
九
万
九
干
八
百
一
円

’．一■■、

歳
入
総
額

歳
出
総
額

繰
越
金

一
一
億
一
一
干
一
一
十
五
万
八
千
七
百
四
十
円

　
　
　
一
一
億
六
万
二
千
三
百
八
十
一
円

　
　
一
一
千
十
九
万
六
干
＝
一
百
五
十
九
円

」．．■．

、
　
歳
入
総
額
　
　
　
　
　
　
一
一
干
百
六
十
五
万
七
千
円

一
　
歳
出
総
額
　
一
一
干
百
四
十
九
万
四
干
四
百
九
十
三
円

一
繰
越
金
　
　
　
　
　
十
六
万
一
一
千
五
百
七
円

」．．■。

、
歳
入
総
額
　
九
千
六
百
二
十
七
万
二
千
七
百
六
十
一
円

一
歳
出
総
額
　
　
　
　
九
干
百
一
一
十
一
一
万
一
干
六
十
三
円

’
繰
越
金
　
　
　
五
百
五
万
一
干
六
百
九
十
八
円
」

‘
　
．
　
．
　
１
　
．
　
．
　
１
　
．
　
．
　
１
　
．
　
．
　
１
　
■
　
■
　
１
　
■

委
員
指
摘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
集
金
業
務
を
、
他
の
課
と
の

　
水
道
使
用
料
の
滞
納
額
百
五
　
　
連
携
を
密
に
し
て
行
う
こ
と
。

万
五
千
二
百
八
十
円
に
対
す
る
　
　
漏
水
の
対
応
を
素
早
く

収
納
強
化
の
取
り
組
み
と
し
　
　
　
漏
水
し
て
い
る
箇
所
に
対
す

て
、
留
守
が
ち
と
な
る
世
帯
へ
　
　
る
処
置
の
遅
れ
か
ら
、
全
体
の

１
２
日

１
９
日

九
后
定
例
含
旦
程

議
会
運
営
委
員
会

（
運
営
方
法
決
定
）

本
会
議
開
会

町
長
所
信
表
明
、
町
長

提
案
理
由
一
括
説
明

（
承
認
七
、
議
案
二
十

一
一
丁
三
十
＝
一
、
承
認
八

｛
十
三
〕

決
算
監
査
報
告

（
渡
辺
監
査
委
員
）

常
任
委
員
会
付
託

議
員
提
案
（
発
議
五
、

六
号
〕

常
任
委
員
会
付
託

本
会
議
散
会

連
合
審
査
会

（
付
託
議
案
審
議
）

蝸
日
　
本
会
議
再
開

　
　
付
託
議
案
総
務
委
員
長

　
　
報
告
（
承
認
七
、
議
案

　
　
　
二
士
一
一
五
一
一
士
一
一
）

　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
（
す
ぺ
て
可
決
〕

　
　
本
会
議
散
会

　
　
連
合
審
査
会

　
　
　
（
付
託
議
案
審
議
〕

　
　
建
設
文
教
委
員
会

　
　
　
（
事
務
調
査
）

２
ｇ
日
　
本
会
議
再
開

　
　
付
託
議
案
総
務
委
員
長

　
　
報
告
（
承
認
八
三
十
二
〕

　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
（
す
ぺ
て
可
決
）

　
　
付
託
議
案
建
設
文
教
委

水
道
水
の
内
約
一
一
一
割
が
常
時
漏

水
し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
少

し
で
も
滅
ら
す
よ
う
、
素
早
い

対
応
を
望
む
。

・
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
‘
　
　
・
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
．
　
　
‘
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
・

学
校
週
休
五
日
制
の
早
期

　
完
全
実
施
を
求
め
る
意
見
－

　
継
続
審
議
と
な
り
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
に
付
す
る
よ
う
、

議
長
の
申
し
出
る
。

員
長
報
告
（
承
認
十
＝
一
、

発
議
六
）

質
疑
・
討
論
・
採
決

（
す
べ
て
司
決
）

町
長
迫
加
提
案
理
由
一

括
説
明
（
同
意
五
－
七
）

質
疑
・
討
論
・
採
決

（
す
べ
て
可
決
）

議
員
提
案
（
発
議
七
）

質
疑
・
討
論
・
採
決

（
可
決
）

一
般
質
問

（
高
尾
嘉
一
議
員
、

　
小
林
隆
芳
議
員
、

　
小
山
忠
男
議
員
）

閉
会
中
の
委
員
会
継
続

調
査
議
決
（
発
議
五
、

事
務
調
査
事
項
〕

本
会
議
閉
会

　
学
校
栄
養
職
員
給
与
を
国
庫

　
負
極
の
対
象
外
と
す
る
措
置

　
反
対
に
関
す
る
意
見
書

◎
発
議
７
　
中
国
・
フ
ラ
ン
ス

核
実
験
中
止
を
求
め
る
決
議

［
同
意
］
三
件

◎
同
意
５
　
西
桂
町
教
育
委
員

　
会
の
委
員
の
征
命
に
つ
き
同

　
意
を
求
め
る

川村’ 俊夫教責委員

◎
同
意
６
　
西
桂
町
教
育
委
貫

　
会
の
委
農
の
任
命
に
つ
き
同

　
意
を
求
め
る

◎
同
意
７
　
．
西
桂
町
教
育
委
曼

　
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
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護
…
甜嚢嚢姜

…

醒謂鞘甜謡鞘謹鞠躍親睡垂麗臨蝿韮
■
．
　
．

墨

答質
弁問

入
浴
車
の
導
入
計
画
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
状
況
を
見
て
か
ら

質
問
　
仮
称
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
着
工
以
来
、
基

礎
工
の
型
枠
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
打
ち
込
め
ら
れ
て
底
辺
の
形

態
が
地
面
に
く
っ
き
り
と
現
れ

て
き
た
。
本
年
度
当
初
一
般
会

計
予
算
額
の
約
一
一
十
三
％
余
り

が
投
入
さ
れ
、
六
ケ
月
後
に
は

立
派
な
建
物
が
完
成
し
、
町
民

が
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
セ
ン

タ
ー
の
有
効
利
用
・
運
営
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
る
と
と
も
に
、
前

田
町
長
の
提
唱
し
た
「
活
・
活

・
西
桂
」
の
町
づ
く
り
の
一
翼

を
担
う
こ
と
と
期
待
を
申
し
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
世
の
中
は
核
家
族
化

が
進
み
、
家
庭
の
風
呂
場
の
構

造
に
も
問
題
が
あ
り
、
病
弱
で

体
の
自
由
が
利
か
ず
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
行
き
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
入
浴
車
導
入
の
希

望
を
よ
く
聞
く
。
私
も
入
浴
車

を
実
際
に
利
用
す
る
の
を
こ
の

目
で
見
て
、
手
軽
に
入
浴
さ
せ

時
問
は
た
っ
た
の
十
五
分
で
、

見
て
み
な
い
と
便
利
で
手
軽
な

良
さ
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
軽

便
な
入
浴
車
両
設
備
が
完
備
し

て
こ
そ
、
病
弱
高
齢
者
が
福
祉

の
恩
恵
を
肌
で
実
感
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
町
長
の
お
考
え
は
。

答
弁
　
町
長

　
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
サ
ー

ビ
ス
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
体

的
な
提
供
を
行
う
た
め
、
現
在

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
階

部
分
に
つ
い
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
寝
た
き

り
老
人
や
、
虚
弱
老
人
、
障
害

者
の
方
々
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
施
設
と
し
て
開
所
す
る

が
、
施
設
は
Ｄ
型
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
国
庫
補
助
金
を
一
千

四
百
万
円
受
け
て
運
営
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
対

象
者
・
登
録
者
に
つ
い
て
募
集

す
る
訳
で
あ
る
が
、
基
本
事
業

と
し
て
一
日
当
た
り
利
用
人
数

八
人
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
補

助
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　
現
在
、
寝
た
き
り
老
人
が
少

数
な
た
め
、
訪
問
看
護
婦
に
よ

る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
所
の

訪問入浴サービスに利用される入浴車（富士吉田市〕

折
に
は
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用

に
カ
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
入
浴
車

導
入
の
件
に
つ
い
て
は
、
稼
働

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
導
入
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問
　
該
当
者
の
人
数
に
よ
っ

て
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
と
思
う
。
国
中

で
は
町
村
で
は
該
当
者
が
す
く

な
い
と
か
、
予
算
が
な
い
た

め
、
広
域
で
入
浴
車
を
導
入

し
、
た
い
へ
ん
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
の
関
連
か
ら
誘

致
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
　
町
長

　
西
桂
町
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
第
一
に
考

え
、
こ
れ
は
必
要
だ
な
と
い
う

時
に
は
広
域
に
も
話
を
す
る
な

ど
、
必
要
に
な
っ
て
き
た
場
合

に
は
当
然
導
人
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
導
入
し
な
い

訳
で
は
な
く
、
必
要
に
な
っ
て

き
た
と
き
に
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。



９月定例会 ・一般質問

高尾嘉一議員

　
質
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
部
門
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

　
答
弁
　
役
場
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
で
実
施
中
の
事
業
を
移
行
さ
せ
る

質
問
　
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
　
　
答
弁
　
町
長

推
進
す
る
た
め
に
健
康
管
理
セ
　
　
　
建
設
中
の
健
康
管
理
セ
ン

ン
タ
ー
に
移
転
し
た
場
△
口
、
ど
　
　
タ
ー
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
デ

の
よ
う
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
　
　
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
複
合

行
っ
て
い
く
予
定
な
の
か
。
　
　
　
施
設
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
住
民
の
健
康
づ
く
り
を

　
ま
た
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
す
る
た
め
、
母
子
か
ら
老

に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ま
で
の
各
種
検
診
・
学
級
・

る
メ
リ
ッ
ト
及
び
新
規
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
相
談
・
機
能
訓
練
・
予
防

展
開
方
法
等
に
つ
い
て
も
町
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

局
と
し
て
ど
の
よ
う
な
お
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
役
場
の
二
階
を
利
用
し
て

を
お
持
ち
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
っ
て
い
る
事
業
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
で
行
っ
て
い
る
事
業
を
移
行

と
し
て
、
毎
日
誰
が
行
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

自
由
に
利
用
…
…
来
る
よ
つ
な
健
　
　
は
・

康
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
　
　
　
一
．
衛
生
的
に
な
る
。

な
ど
、
事
業
の
な
い
日
で
も
開
　
　
二
．
部
屋
が
役
場
の
事
業
と
ダ

店
休
業
状
態
に
し
な
い
よ
う
な
　
　
　
ブ
ら
な
い
。

事
業
運
営
を
望
ん
で
い
る
。
　
　
　
一
一
一
．
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
。

四
．
新
規
事
業
の
展
開
可
能
。

質
問
　
町
長
の
提
唱
す
る
「
活

・
活
・
西
桂
」
で
掲
げ
て
い

る
、
　
「
健
康
で
豊
か
な
生
活
」

は
町
民
誰
も
が
望
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
こ
れ
か
ら

の
新
規
事
業
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
一
住
民
課
長

　
新
し
い
事
業
の
展
開
に
つ
い

て
は
現
在
、
検
討
中
で
あ
る

が
、
骨
粗
髪
症
教
室
、
男
性
の
食

生
活
教
育
等
を
含
め
い
ろ
い
ろ

な
事
業
の
展
開
が
可
能
で
あ
る
。

　
在
宅
の
保
健
衛
生
業
務
を
保

健
婦
一
一
名
で
行
っ
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
で
の
事
業
外
、
訪
問
で

の
事
業
等
を
行
う
の
で
、
毎
日

施
設
を
使
う
こ
と
は
な
い
訳
で

あ
る
が
、
保
健
婦
は
一
日
フ
ル

回
転
し
て
い
る
。

保健事業で混雑する役場和室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
弱
老
人
の
数
が
少
な
い
た

　
質
問
　
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
Ｄ
型
の
運
営
を
行
う
。

　
答
弁
　
対
象
者
が
少
な
い
た
め
Ｄ
型
の
施
設
運
営
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
弁
　
住
民
課
長

質
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
　
　
練
・
養
護
・
家
族
介
護
教
室
・
　
　
現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
対

タ
ー
の
運
営
に
あ
た
り
、
ど
の
　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
サ
ー
ビ
　
　
象
者
は
、
六
十
八
名
で
、
内
訳

よ
う
な
事
業
展
開
を
し
て
行
く
　
　
ス
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う
。
　
　
は
、
虚
弱
老
人
が
四
十
名
、
障

予
定
で
あ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、
そ
の
運
営
方
　
　
害
者
が
十
五
名
、
痴
呆
性
の
方

　
「
西
桂
町
老
人
福
祉
計
画
」
　
　
法
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
　
　
が
八
名
、
寝
た
き
り
の
方
が
五

に
基
づ
き
、
五
年
後
の
予
想
対
　
　
る
が
、
寝
た
き
り
老
人
の
数
、
　
　
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

象
者
に
合
わ
せ
て
施
設
の
規
模
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
質
問
　
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
に
つ
い
て

を
決
定
し
て
お
り
、
当
面
の
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
答
弁
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

闇
、
対
象
者
不
足
が
予
想
さ
れ
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

る
。
把
握
し
て
い
る
対
象
者
　
〃
質
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
　
　
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

数
、
一
日
あ
た
り
の
利
用
予
定
　
〃
保
健
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
兼
ね
合
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

者
数
、
特
殊
入
浴
設
備
の
利
用
　
〃
わ
せ
た
複
合
施
設
と
し
て
の
、
人
　
　
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

予
定
に
つ
い
て
は
。
ま
た
対
象
　
〃
事
体
制
の
考
え
に
つ
い
て
は
。
　
　
　
予
定
で
、
人
員
は
、
生
活
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

者
不
足
に
対
す
る
対
応
策
は
。
　
〃
答
弁
　
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
員
、
寮
母
、
そ
の
他
必
要
職
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

答
弁
　
町
長
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
　
　
は
看
護
婦
・
介
助
員
等
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
在
宅
虚
弱
老
人
及
び
寝
た
き
　
〃
は
、
保
健
婦
二
名
・
事
務
職
一
　
　
り
、
必
要
人
員
に
つ
い
て
は
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

り
老
人
等
が
通
所
し
、
ま
た
は
　
〃
名
を
考
え
、
現
有
職
員
で
対
応
　
　
営
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

訪
問
に
よ
り
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
脚
編
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
状

れ
ら
の
方
の
生
活
の
助
長
、
社
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浴
た
最
良
の
案

会
的
竪
感
の
解
消
、
心
身
機
一
　
　
　
　
　
勤
婁
詰
め

能
の
維
持
向
上
を
図
る
と
と
も
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
り
る
よ
う
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椅
駄

に
、
そ
の
家
族
の
身
体
的
、
精
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
周
示
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
が

神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
鮒
れ
を
踏
ま

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
利
用
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
、
え
、
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
上

対
象
者
は
概
ね
六
十
五
歳
以
上
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
佑
を
早
急
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

で
、
生
活
指
導
・
日
常
動
作
訓
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃



９月定例会 ・」般質問

　
質
問
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

　
答
弁
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
機
能
に
つ
い
て
は
変
更
し
な
い

質
問
　
他
市
町
村
の
デ
イ
サ
ー
　
　
を
徴
し
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
を
利
用

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
調
べ
　
　
す
る
健
常
老
人
か
ら
は
使
用
料

る
と
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
入
浴
　
　
を
徴
さ
な
い
と
い
う
事
に
な

サ
ー
ビ
ス
等
、
利
用
者
よ
り
使
　
　
る
。
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
利
用
方
法

用
料
を
取
っ
て
い
る
。
当
町
は
　
　
の
変
更
は
考
え
る
の
か
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
　
　
答
弁
　
町
長

用
す
る
虚
弱
老
人
よ
り
使
用
料
　
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｌ

質
問
保
健
福
祉
巣
務
一
部
移
転
に
伴
う
窓
口
業
務
に
つ
い
て

答
弁
保
健
衛
生
部
門
は
移
転
予
定
、
福
祉
は
そ
の
ま
ま

質
問
　
保
健
福
祉
関
係
の
諸
手
　
　
行
う
予
定
な
の
か
。

続
き
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
　
答
弁
　
町
長

が
開
設
し
た
場
合
、
役
場
と
健
　
　
　
保
健
衛
生
部
門
に
つ
い
て
は

康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
で
　
　
現
在
住
民
課
内
で
検
討
中
な
が

質
問
　
セ
ン
タ
ー
運
営
に
係
る
財
政
的
負
担
に
つ
い
て

答
弁
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
国
補
助
と
町
委

質
問
　
実
際
に
か
か
る
運
営
経

費
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
を

見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の

財
源
と
し
て
ど
の
程
度
の
収
入

見
込
み
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　
町
長

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｄ
型
の
施
設
と
し
て
、
国

の
補
助
、
約
一
千
四
百
万
円
を

受
け
る
が
、
人
員
に
つ
い
て

○
会
館
）
は
元
気
な
高
齢
者
に

と
っ
て
毎
日
自
由
に
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
施
設
で
あ
り
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
は

変
更
し
な
い
。
た
だ
し
保
健
衛

生
部
門
で
使
用
し
て
い
た
機
能

訓
練
用
備
品
に
つ
い
て
は
、
若

干
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
設
す

る
。

一
多
多
…
姜
…
…

ら
、
住
民
窓
口
業
務
的
に
は
移

転
し
て
も
特
別
支
障
が
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
従
来
行
っ
て
い
る
福
祉
業
務

の
窓
□
は
、
従
来
通
り
変
わ
ら

な
い
が
、
新
し
い
施
設
、
事
業

で
あ
る
の
で
、
住
民
に
対
し
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

は
、
生
活
指
導
員
、

寮
母
等
が
補
助
対
象

と
聞
い
て
い
る
。
ほ

か
に
一
般
会
計
よ
り

委
託
先
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
概
算
で
四

千
二
百
万
円
援
助
す

る
必
要
が
あ
る
。

康センター完成予想図

隔
週
五
日
制
の
実
施
に
伴
う
問
題
は

答
弁
　
学
カ
の
低
下
、

質
問
　
教
育
現
場
か
ら
学
校
五

日
制
完
全
実
施
を
求
め
る
陳
情

書
が
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
と
す
る
各

機
関
と
論
議
を
深
め
る
た
め
議

会
で
は
継
続
審
査
と
し
た
。

　
本
年
四
月
か
ら
の
隔
週
五
日

制
実
施
に
よ
り
、
当
町
の
児

童
、
生
徒
の
学
力
の
低
下
、
非

行
の
増
加
、
学
習
負
担
の
増
加

等
、
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
態

は
生
じ
て
い
な
い
か
。
ま
た
受

け
皿
と
し
て
の
保
護
者
の
意
見

は
。　

ま
た
当
町
で
は
「
隔
週
学
校

五
日
制
」
実
施
に
対
し
、
子
供

達
の
遊
休
時
間
の
有
効
活
用

等
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
教
育
長

　
先
生
方
は
休
日
と
な
る
月
二

回
土
曜
日
分
の
授
業
時
間
を
、

児
童
・
生
徒
に
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
平
日
に
割
り
振
り

し
、
消
化
に
努
力
し
て
い
る
た

め
、
学
力
の
低
、
ド
は
認
め
ら
れ

な
い
。
ま
た
休
日
が
増
え
た
た

非
行
の
増
加
は
な
い

め
、
非
行
の
増
加
、
塾
通
い
の

増
加
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　
実
施
直
後
、
学
カ
の
低
下
を

心
配
す
る
保
護
者
も
、
現
在
で

は
親
子
で
過
ご
す
時
閻
が
増
え

満
足
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が

質
問

答
弁

質
問
　
将
来
の
学
校
週
五
日
制

完
全
実
施
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

に
、
関
係
各
機
関
と
今
後
想
定

さ
れ
る
様
々
な
課
題
を
調
査
・

研
究
し
対
処
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
す
で
に
「
五
日
制
研

究
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
活
動

し
て
い
る
町
村
が
数
多
く
あ
る

が
、
当
町
で
も
こ
の
よ
う
な
審

議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
教
±
円
長

　
週
五
日
制
完
全
実
施
に
対
応

す
る
た
め
の
「
．
研
究
協
議
会
」

設
置
に
つ
い
て
は
、
完
全
週
五

日
制
の
実
施
に
向
け
た
児
童
・

生
徒
の
受
け
皿
の
対
策
を
目
的

と
し
て
お
り
、
町
、
学
校
、
Ｐ

多
く
な
っ
た
。

　
平
成
六
年
九
月
よ
り
毎
週
土

曜
日
に
Ｙ
Ｌ
Ｏ
の
児
童
館
を
解

放
し
て
お
り
、
児
童
厚
生
員
が

児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
約
二
十
五
壬
三
十
人

の
児
童
・
生
徒
が
利
用
し
、
余

暇
の
時
間
を
楽
し
ん
で
お
り
、

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

「
五
日
制
研
究
協
議
会
」
の
発
足
は

教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
対
応
に
当
る

Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
等
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
「
Ｄ
型
施
設
」
と
は
Ｐ
。

　
国
庫
補
助
金
交
付
基
準
に
お

け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
種
類
Ａ
三
Ｅ
型
の
一
つ
で
あ

る
。
Ｄ
型
施
設
は
一
日
当
た
り

利
用
人
数
八
人
以
土
で
運
営
さ

れ
、
国
庫
補
助
金
約
一
千
四
百

万
円
が
町
に
交
付
さ
れ
る
。

　
な
お
施
設
の
規
模
は
将
来
を

考
え
Ｂ
型
（
利
用
人
数
十
五
人

以
上
〕
で
建
設
さ
れ
る
。
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答質
弁問

本
団
消
防
車
の
整
備
に
つ
い
て

一
台
分
、
来
年
度
予
算
に
計
上
し
た
い

小林隆芳竈員

質
問
　
本
年
九
月
一
日
を
持
っ

て
西
桂
消
防
団
第
一
分
団
か
ら

第
五
分
団
の
小
型
動
カ
ポ
ン
プ

付
積
載
軍
の
更
新
配
備
が
完
了

し
、
分
団
の
整
備
充
実
が
さ
れ

た
。
本
団
の
消
防
車
に
つ
い
て

は
、
一
号
車
は
昭
和
六
十
年
、

二
号
車
は
昭
和
五
十
八
年
に
購

入
し
た
車
で
あ
る
。
現
在
、
本

団
技
術
部
員
の
日
頃
か
ら
の
整

備
・
努
力
に
よ
り
大
き
な
故
障

も
な
く
、
使
用
し
て
い
る
が
、

消
防
車
は
五
・
六
年
前
の
車
と

現
在
の
消
防
車
で
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
性
能
が
向
上
し
、

操
作
も
簡
単
に
な
っ
て
い
る
。

　
財
政
厳
し
い
折
り
で
は
あ
る

が
、
不
測
の
有
事
に
備
え
、
整

備
の
必
要
性
か
ら
本
団
の
消
防

車
の
購
入
計
画
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
。

答
弁
　
町
長

　
本
団
一
号
車
は
昭
和
六
十
年

八
月
三
十
一
目
に
納
車
さ
れ
、

性
能
は
放
水
口
六
十
五
ミ
リ
以

下
、
毎
分
二
千
リ
ッ
ト
ル
を
放

出
で
き
る
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
年

数
は
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。

二
号
車
は
昭
和
五
十
八
年
八
月

三
十
日
に
納
車
さ
れ
、
性
能
は

Ａ
一
一
級
で
十
一
一
年
経
過
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
両
車
と
も

技
術
部
が
整
備
点
検
等
愛
車
精

神
を
持
っ
て
管
理
し
て
い
る
。

　
去
る
一
月
十
七
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
る
。
併
せ
て
消
防
車
の

検
討
も
消
防
委
員
会
へ
ご
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
両

車
と
も
十
年
以
上
経
過
し
、
県

消
防
防
災
課
の
指
導
に
よ
れ

ば
、
耐
用
年
数
が
八
年
か
ら
十

二
年
と
の
こ
と
で
あ
り
、
国
の

補
助
事
業
と
し
て
一
台
来
年
度

．
予
算
に
計
上
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
当
町
の
道
路
・
水
利
状

況
も
あ
り
、
購
入
車
種
に
つ
い

て
は
状
況
を
勘
案
し
た
い
と

患
っ
て
い
る
。
あ
と
一
台
に
つ

い
て
は
、
財
政
状
況
等
を
考
慮

し
、
配
備
を
し
た
い
。

老朽化した２号車車庫

質
問
　
本
団
一
一
号
車
の
軍
庫
に
つ
い
て

答
弁
　
自
動
軍
購
入
と
軍
庫
建
設
は
、
同
時
協
議
で
進
め
る

質
問
　
現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
　
　
ト
ル
、
入
り
口
高
さ
三
・
四
五

一
号
車
・
二
号
車
を
同
じ
規
模
　
　
メ
ー
ト
ル
、
約
十
一
一
一
坪
で
あ

の
性
能
を
持
つ
車
と
入
れ
替
え
　
　
る
。

る
と
し
た
場
合
、
現
在
の
一
一
号
　
　
　
新
規
に
車
庫
を
建
設
す
る
場

車
の
車
庫
に
は
新
車
は
入
ら
な
　
　
合
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
洗
車

い
。
車
庫
を
建
て
替
え
る
必
要
　
　
場
、
ホ
ー
ス
下
げ
、
備
品
格
納

が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
に
建
　
　
庫
等
が
必
要
で
、
さ
ら
に
団
員

て
る
の
か
、
移
転
し
て
建
て
る
　
　
等
が
緊
急
時
に
車
で
車
庫
に
来

の
か
伺
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
余

答
弁
　
二
号
車
の
車
庫
に
つ
い
　
　
裕
の
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で
は
な

て
は
、
小
学
校
敷
地
に
昭
和
四
　
　
　
　
　
、
皇
．

十
一
年
に
建
設
さ
れ
、
問
口
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
六

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
購
入
車
種

に
よ
り
車
庫
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
参
考
ま
で
に
、

役
場
前
の
消
防
セ
ン
タ
ー
一
階

の
車
庫
に
つ
い
て
は
間
口
三
・

九
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
八
メ
ー

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
消
防
自

動
車
購
入
計
画
と
車
庫
建
設
に

つ
い
て
は
、
同
時
協
議
で
進
め

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
敷
地
で
あ
る
が
、
建
設

規
模
に
よ
り
必
要
面
積
が
出
る

が
、
皆
様
方
の
ご
助
言
と
消
防

関
係
者
の
ご
指
導
を
賜
り
た
い

と
思
う
。
地
震
が
発
生
し
、
車

庫
の
倒
壊
も
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
防
災
計
画
見
直
し

の
中
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。

本団１号車

消防センター



傍聴席から ・委員会報告
１
１

　
私
ど
も
青
年
部
は
、
青
年
塾

（
勉
強
会
）
の
一
環
と
し
て
、

九
月
定
例
議
会
本
会
議
及
び
連

合
審
査
会
を
傍
聴
で
き
た
事
は

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
青
年
部
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
皆
様
が
町
政
及
び

議
会
に
少
し
で
も
関
心
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
向
上
に
つ
な

が
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
播
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
議
場
に
足
を
踏
み
入
れ
、
今

回
初
め
て
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
度
は
傍

聴
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
や

は
り
自
分
達
の
身
近
な
案
件
が

な
い
と
、
足
が
赴
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
内
容
的
に
は
私

達
の
町
の
事
を
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
ま
た
行
き
た
い
と
思
う
。

　
初
め
て
議
会
を
見
さ
せ
て
も

ら
っ
て
感
じ
た
事
は
、
議
員
さ

ん
方
は
、
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
も
の
を
考
え
、
代
表
と
し
て

意
見
、
要
望
を
唱
え
、
役
場
の

方
々
は
、
そ
れ
に
対
し
て
検
討

し
、
い
か
に
対
処
し
て
行
く
か

と
い
う
回
答
を
出
す
中
で
、
お

互
い
真
剣
に
討
論
し
あ
っ
て
い

る
姿
に
、
私
は
感
動
し
ま
し
た
。

□一

．
－
’
．

．．

一

■
■
■
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Ｉ
Ｉ
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ｌ
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１
１
■
１
■
１
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１
■
－
■
－
■
－
■
－
－
■
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■
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■
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皐
零
売
眉
＝
士
台
所
百
事
務
８
吝
一

■
■
■
■
■
■
－
１
１
．
■
１
ｌ
１
１
■
１
■
１
１
■
■
■
■
１
■
■
■
■
■
■
■
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こ
れ
ま
で
の
経
過

　
中
学
校
前
踏
切
拡
幅
条
件
に

つ
い
て
、
無
人
踏
切
廃
止
を
条

件
と
し
た
富
士
急
行
と
、
踏
切

廃
止
な
し
の
拡
幅
を
求
め
る
町

と
主
張
が
対
立
し
て
い
た
。

（
参
考
　
議
会
だ
よ
り
第
七
号
）

　
平
成
七
年
三
月
六
目
、
前
町

長
槙
田
氏
以
下
町
幹
部
職
員
四

名
、
改
選
前
議
会
議
員
九
名
に

て
会
社
に
交
渉
に
行
き
、
社
長

よ
り
「
遮
断
機
を
ニ
カ
所
（
忠

魂
碑
踏
切
道
、
三
ツ
峠
構
内
踏

切
道
〕
に
付
け
れ
ば
運
輸
省
の

許
可
が
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
。　

三
月
十
四
日
、
会
社
が
運
輸

省
に
交
渉
に
行
き
、
「
こ
の
計

画
で
了
承
し
た
。
」
と
の
回
答

を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
た
め
費
用
負
担
、
拡
幅

工
事
、
そ
の
後
の
使
用
開
始
に

向
け
て
、
諸
条
件
を
町
と
富
士

急
行
で
継
続
協
議
し
て
い
た
。

最
終
合
意
案
に
つ
い
て

　
本
工
事
（
中
学
校
前
踏
切
拡

幅
、
忠
魂
碑
踏
切
及
び
三
ツ
峠

構
内
踏
切
遮
断
機
設
置
〕
に
要

す
る
費
用
は
、
起
因
者
で
あ
る

町
が
全
額
負
担
＾
八
千
万
円
以

上
〕
し
、
工
事
は
富
士
急
行
で

行
・
つ
。

　
施
設
管
理
は
、
富
士
急
行
株

式
会
社
側
が
行
う
。
苦
情
・
紛

争
等
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
協

議
し
て
処
理
す
る
。

　
施
設
の
耐
用
年
数
経
過
後
の

更
新
の
費
用
負
担
は
、
両
者
協

議
を
し
て
決
定
す
る
。

委
一
貝
要
望

　
町
当
局
・
前
田
町
長
は
、
富

士
急
行
側
と
粘
り
強
い
交
渉
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

安
い
工
事
費
で
施
工
し
て
い
た

だ
く
よ
う
希
望
す
る
。

委
一
貝
質
疑

　
中
学
校
前
、
忠
魂
碑
踏
切
、

三
ツ
峠
構
内
踏
切
が
連
動
し
て

下
り
る
と
、
電
車
が
通
過
す
る

ま
で
に
は
だ
い
ぶ
時
問
が
か
か

り
、
住
民
が
遮
断
機
を
く
ぐ
る

恐
れ
が
あ
る
。

振
輿
課
回
答

　
そ
の
点
に
つ
い
て
会
社
と
協

議
し
て
、
住
民
に
周
知
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

拡幅決定の中学校前踏切



意見書 ・議決書可決　１２

品一，…止

’淵曲淵・■司榊纐｛珊榊醐榊押甲蹄’

　学校，葛８口 ・学狡栄８口口笛５を日口負但　　　１　中圓 ・フランスの凄奏饒中止を求める決８

　　の対ｅ刎とする借■反対に寅する○見８（１絢〕　１　西桂町は
、１９８６年９月核兵器廃絶平和町宣言を

　国は、来年度の予算編成に当たり 、義務教育諸学校…行い・今日まで恒久平和を希求する多くの町民ととも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：に 、広島 ・長崎の惨事を二度と繰り返さないために 、に勤務する学校事務職貝 ・学校栄養職員の給与費を各：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：核兵器廃絶に関する広範な運動を展開してきました 。

県が全額負担すべきという義務教育費国庫負担制度の ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　しかるに今回、中国政府においては地下核実験をす
見直し論を強調しています。そのしわ寄せは市町村に：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．でに数回にわた って実施し、また 、フランス政府にお
財政負担転嫁するものに他なりません。　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：いては、南太平洋ムルロア環礁で実験を再開しました

。

　学校運営を支えている学校事務職員 ・学校栄養職員…　両国における核実験については、唯一の被爆国であ
を国庫負担の対象外とする負担転嫁は、義務教育制度…る日本をはじめとする世界各国の政府、ならびに多く

の根幹にふれるものであります。　　　　　　　　　 ．の国民から強い実験中止の要請 ・抗議がなされており

　よっ て、 教育の機会均等が弓１続き確保され、義務教：ます 。

育費国庫負担制度の現状水準を維持 ・発展するよう学：　しかし、中国 ・フランス両国政府とも 、核実験中止

校事務職員及び学校栄養職員を国庫負担の対象外とす：を求めるこれら要請 ・抗議にもかかわらず・実験強行

る措置に対し、断固反対するものであります。　　　　 の姿勢を変えておりません

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっ て、 西桂町議会は、平和を希求する町民を代表
　以上、地方自治法第９９条第２項の規定により意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して、核実験の強行に強く抗議するとともに、今後予
書を提出します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・定されている核実験を両国政府がただちに中止するよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う 、強く希望するものであります 。

　　　　　　　　　　　平成７年９月２９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、決議する 。　　　　　　　　　　　　西桂町議会
　　　　　　　　　　　　議長　　牛　田　　茂

提出先：文部大臣、大蔵大臣、自治大臣
平成７年９月２９日
西　桂　町　議　会

邑固邑庖圓圓回回圓圓圓目圓圓圓圓日邑邑朋邑朋目邑邑邑盟画邑邑邑邑邑目目邑邑日邑邑邑邑邑圓邑目朋目與日邑固日邑ｏ盟目盟ｏ朋日邑日邑ｏ纈邑邑

晋旨晋岩晋昌　昌占９智晋　　脊背脊青青皆昔含昌１８

郁
町
ア
暮
洞

帥
桂
一
、
日
議
会
嚢
嚢
奮
会

防
災
訓
練
打
合
会

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

議
会
広
報
編
集
委
員
会

決
算
出
納
監
査

広
域
行
政
組
合
議
会

郡
下
町
村
議
会
議
員
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

事
業
所
別
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

槙
田
前
町
長
へ
の
感
謝

状
贈
呈
式

農
業
委
員
会

決
算
出
納
監
査

決
算
出
納
監
査

農
業
振
興
計
画
会
議

治
朋
ユ
『
．
防
災
訓
練

、
朋
５
日
　
街
頭
に
よ
る
交
通
指
導

議
会
広
報
正
副
委
員
長

県
外
研
修
（
六
日
ま
で
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

中
学
校
学
園
祭

消
防
活
動
報
告
会

議
会
運
営
委
員
会

敬
老
会

保
育
所
運
動
会

１９１８

日日
２９２８２６

日　日　日
２
日

６３
日日

１２１０９

日日日
１８ユ６１５

日　日　日

３１

日
３０２６２３２０

日　日　日　日

例
月
出
納
検
査

小
学
校
運
動
会

九
月
定
例
議
会
初
日

九
月
定
例
議
会
中
日

農
業
委
員
会

都
市
計
画
法
勉
強
会

九
月
定
例
議
会
最
終
日

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
名

称
選
考
会

殉
職
自
衛
隊
員
追
悼
式

教
育
委
員
辞
令
交
付
式

民
生
委
員
選
考
会

＝
一
ツ
峠
手
織
り
の
里
開

所
式

広
域
行
政
組
合
議
会

町
民
体
育
祭

議
会
運
営
委
員
長
県
外

研
修
（
十
三
日
ま
で
〕

西
桂
町
遺
族
会
慰
霊
祭

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
運
営
正
副
委
員
長

事
務
局
研
修
会

例
月
出
納
検
査

広
域
行
政
組
合
議
会

メ
キ
シ
コ
研
修
員
来
町

農
業
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

◆
九
月
十
九
日
連
合
審
査
会
に

商
工
会
青
年
部
が
傍
聴
に
訪
れ

た
◆
審
議
都
合
で
昼
の
休
憩
が

十
二
時
四
十
五
分
に
な
っ
た
が

熱
心
に
傍
聴
し
て
い
た
◆
彼
ら

が
企
画
し
た
高
山
良
策
展
も
こ

の
広
報
が
出
る
頃
に
は
成
功
し

て
い
る
と
思
う
◆
今
後
こ
の
企

画
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
彼

ら
の
情
熱
に
期
待
す
る
　
勝
俣

■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
●
　
●
　
■
　
■
　
●
　
●
　
■
　
■
　
■

今
回
、
西
桂
町
議
会
は
核
兵

器
廃
絶
平
和
町
宣
言
を
確
認

し
、
町
民
と
と
も
に
広
島
・
長

崎
の
惨
事
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
私
達
一
人
一
人
が
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識

し
、
こ
の
地
球
上
か
ら
核
兵
器

を
一
掃
し
、
核
の
恐
怖
か
ら
開

放
し
安
住
の
出
来
る
平
和
な
社

会
を
願
う
事
は
、
国
民
の
誰
も

が
考
え
て
い
る
事
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
小
林

■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
　
●
　
■
　
■

編
集
委
員
長
　
高
尾
　
嘉
一

委委委副
　　　委
　　　員
員員員長

滝
口
憲
一

渡
辺
英
一
郎

勝
俣
隆
幸

小
林
隆
芳


